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第
８７
回
定
時
総
会
報
告

日

時

令
和
五
年
五
月
二
十
九
日

午
後
二
時

場

所

国
立
新
美
術
館

講
堂

出

席

四
八
三
名
（
含
議
決
権
行
使
書
）

宮
田
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、
左
記

の
事
項
に
つ
い
て
報
告
、
説
明
し
承
認

可
決
し
た
。

不
動
産
の
売
却
報
告
に
つ
い
て

令
和
四
年
度
事
業
報
告
承
認
に
つ
い
て

令
和
四
年
度
決
算
承
認
に
つ
い
て

令
和
五
年
度
事
業
計
画
書
報
告
に
つ
い
て

令
和
五
年
度
収
支
予
算
書
等
報
告
に
つ
い
て

定
款
の
一
部
変
更
承
認
に
つ
い
て

会
員
人
事
報
告
に
つ
い
て

そ
の
他
の
報
告
事
項

１

令
和
五
年
度
称
号
授
与
予
定
者

報
告
に
つ
い
て

２

第
九
回
日
展
巡
回
展
開
催
報
告

に
つ
い
て
他

会
員
新
人
事

新
会
員

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
二
十
三
名
が
選

出
さ
れ
た
。

令
和
五
年
四
月
一
日
付

日
本
画

久
米

伴
香

仁
志
出
龍
司

新
川

美
湖

洋

画
茅
野

吉
孝

佐
渡

一
清

曽

剣
雄

橋
本

一
貫

松
本

貴
子

彫

刻
伊
庭

照
実

植
田

努

紺
谷

武

東

誠

工
芸
美
術

兼
先

恵
子

川
口

満

佐
々
木
眞
澄

西
本

直
文

早
瀨

郁
惠

本
間

秀
昭

山
本
由
紀
子

書
岩
田

海
道

平
形

精
逸

深
瀬

裕
之

吉
見

靖
子

委
員
会
委
員
新
人
事

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
委
員
会
委
員
が

選
考
さ
れ
た
。

諮
問
委
員
会

外
部
委
員
※
職
名
・
肩
書
は
令
和
五
年
三
月
現
在

秋
元

雄
史（
練
馬
区
立
美
術
館
長
）

梅
﨑

壽（
公
益
財
団
法
人
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
ラ
ス
ト
代
表
理
事
・
会
長
）

黒
川

廣
子（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
館
長
）

島
谷

弘
幸（
九
州
国
立
博
物
館
長
）

室
伏
き
み
子（
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

内
部
委
員

日
本
画

米
倉

正
美

洋

画
寺
久
保
文
宣

彫

刻
勝
野

眞
言

工
芸
美
術

相
武

常
雄

書
井
上

清
雅

令
和
五
年
五
月
十
日
開
催
の
理
事
会

に
お
い
て
、
左
記
委
員
会
委
員
が
選
考

さ
れ
た
。

日
展
ニ
ュ
ー
ス
委
員
会

日
本
画

亀
山

祐
介

西
田

眞
人

洋

画
浅
見

文
紀

前
原

喜
好

彫

刻
野
原

昌
代

堀
内

秀
雄

工
芸
美
術

上
原

利
丸

村
田

好
謙

書
歳
森

芳
樹

福
光

幽
石

出
版
委
員
会

日
本
画

大
豊

世
紀

山
下

保
子

洋

画
小
川

満
章

平
野

行
雄

彫

刻
谷
口

淳
一

堀
内

有
子

工
芸
美
術

友
定

聖
雄

古
瀬

政
弘

書
植
松

龍
祥

深
瀬

裕
之

広
報
委
員
会

日
本
画

長
谷
川
喜
久

間
瀬

静
江

洋

画
石
田

宗
之

大
友

義
博

彫

刻
寺
山

三
佳

中
原

篤
徳

工
芸
美
術

曽
根

洋
司

林

香
君

書
井
上

清
雅

吉
澤

鐵
之
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新
準
会
員

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
十
九
名
が
選
出

さ
れ
た
。

令
和
五
年
四
月
一
日
付

第
一
科

日
本
画
（
四
名
）

猪
熊

佳
子

棚
町

宜
弘

村
山

春
菜

山
田

ま
ほ

第
二
科

洋

画
（
四
名
）

春
日

裕
次

小
林

理
恵

齋
藤

均

二
宮

弘
一

第
三
科

彫

刻
（
二
名
）

境
野

里
香

丸
田
多
賀
美

第
四
科

工
芸
美
術
（
三
名
）

小
畠

泰
明

西

緑

山
﨑

豊

第
五
科

書
（
六
名
）

岩
井

秀
樹

大
田

鵬
雨

鹿
倉

碩
齋

西
村

大
輔

真
鍋

井
蛙

松
村

博
峰

新
会
友

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
一
〇
一
名
が
選

出
さ
れ
た
。

令
和
五
年
四
月
一
日
付

第
一
科

日
本
画
（
八
名
）

青
鹿

未
奈

稲
葉

未
来

及
川

美
沙

岡
本

文
子

神
谷

恒
行

久
原

朝
満

竹
内

仁
志

中
村

七
海

第
二
科

洋

画
（
二
十
一
名
）

上
野

留
美

恵
木

昌
之

小
山
田
光
太
郎

大
地

千
春

岡
田

忠
司

川
田

久
世

川
村
寿
一
郎

菊
池

祥
裕

小
林

正
二

鈴
木

喜
博

高
井

将
行

徳
田

明
子

西
島

正
人

西
田
冨
貴
子

平
井

芳
夫

福
田

次
子

松
木

美
子

水
野

洋
子

柳

辰
太
郎

吉
成

浩
昭

米
村
美
真
代

第
三
科

彫

刻
（
二
名
）

酒
井

華

仲

正
彦

第
四
科

工
芸
美
術
（
二
十
名
）

井
澤

洋
子

伊
藤

千
晶

大
須
賀
え
み
子

金
子

章

川
原

圭
二

菊
地

隆

小
林

暁
子

齋
藤

麻
里

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｔ

寺
本
沙
香
江

中
市
後
達
夫

中
島

京
子

中
林

雅
代

二
宮

祐
子

羽
二
生
隆
宏

古
澤

順
子

古
根

香

細
川

令
子

松
永

好
昭

光
久

弘
子

第
五
科

書
（
五
十
名
）

青
栁

祥
風

雨
宮

春
聲

新
井

昭
江

荒
木

廣
山

伊
地
知
紀
子

石
原

清
至

上
原

梅
花

海
野

博
久

大
橋

覚

大
橋

智
子

太
田

春
雲

岡
村

幸
苑

荻
田

光
山

香
月

久
遠

各
務

珠
実

上
小
倉
積
山

上
山

天
遂

喜
入

彩
光

北
田

翠
芳

黒
田

昌
吾

小
泉

興
起

神
山

智
花

佐
藤

青
園

坂
井
麻
菜
美

志
岐

敏
光

杉
本

由
美

田
邊

栖
鳳

高
田

直
子

髙
橋

佑
太

玉
井

朝
子

塚
原

楊
華

中
村

と
く

西
田

健

野
瀬

真
理

野
中

穎
僊

野
村

清
涼

能
美

翠
袿

畠
山

素
園

平
岡

貴
子

深
田

邦
明

福

桃
苑

藤
高

霧
島

松
倉

映
舟

水
口

昌
紀

水
野

佑
華

宮
崎

弘
水

山
肩
真
智
子

山
口

蓉
舫

吉
澤

衡
石

吉
田

博
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第
１０
回
日
本
美
術
展
覧
会

会

場

国
立
新
美
術
館

東
京
都
港
区
六
本
木
７
―
２２
―
２

会

期

令
和
５
年
１１
月
３
日
（
金
）
〜
１１
月
２６
日
（
日
）

休
館
日

毎
週
火
曜
日

観
覧
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
（
入
場
は
午
後
５
時
３０
分
ま
で
）

主

催

公
益
社
団
法
人

日
展

※

最
新
の
開
催
情
報
は「
日
展
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」https://nitten.or.jp/

で
ご
確
認
下
さ
い
。

本
年
度
の
開
催
要
綱
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

ご
応
募
の
流
れ

封
筒
に
左
記
の
も
の
を
同
封
の
上
、
日
展
事
務
局
宛
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

・
部
数
に
応
じ
た
送
料
分
の
切
手

・
必
要
部
数
、
送
付
先
の
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
た
紙

〈
送
付
先
〉

〒
１１０
―
０００２
東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
―

４
―

１
「
日
展
事
務
局
出
品
申
込
書
係
」
宛

送
料：

１
〜
２
部
１
４
０
円
、
３
部
２
１
０
円
、
４
〜
６
部
２
５
０
円

６
部
以
上
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
℡
０
３（
３
８
２
１
）０
４
５
３

※
返
信
用
封
筒
は
不
要
で
す
。

※
速
達
を
ご
希
望
の
方
は
、
速
達
希
望
と
明
記
の
上

送
料
＋
速
達
料
金
（
２
６
０
円
）
の
切
手
を
あ
わ
せ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

切
手
が
事
務
局
に
到
着
次
第
、
左
記
の
書
類
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

・
開
催
要
綱

・
出
品
申
込
書

・
鑑
査
結
果
通
知
用
の
封
筒

【
個
人
搬
入
の
方
】

各
部
門
で
決
め
ら
れ
た
搬
入
日
お
よ
び
搬
入
場
所
（
開
催
要
綱
参
照
）
に
、

出
品
申
込
書
・
鑑
査
結
果
通
知
用
の
封
筒
・
出
品
手
数
料
（
１
２
、０
０
０
円
）

を
添
え
て
、
作
品
を
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
搬
入
業
者
を
ご
利
用
の
方
】

各
搬
入
業
者
の
所
定
の
手
続
き
に
し
た
が
い
、
作
品
の
搬
入
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
業
者
ご
と
に
締
切
期
日
等
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
直
接
各
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
宅
配
便
で
の
受
付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
）

日
展
会
員
、
準
会
員
、
会
友
の
方
々
の
出
品
票
発
送
予
定

〇
会
員
、
準
会
員
、
前
年
度
特
選
受
賞
者：

９
月
初
旬
頃

〇
会
友：

８
月
中
旬
か
ら
下
旬
頃

応募に必要な
資料の請求
（切手を郵送）

日展事務局より
開催要綱・出品
申込書等を郵送

作品の搬入 ⬅⬅
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〰
〰
〰
〰
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〰
〰
〰
〰
〰
〰

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す新

会
員
よ
り

支えて下さった方々への心からの感謝と共に、先生方が
守って来られた伝統の重みを深く感じております。自然の中
に身を置き、自然が持つ力強さ、優しさ、美しさを少しでも
表現する事が出来るよう、精進して参ります。

日本画 久米伴香

作品図版
第９回日展出品作
２０２２（令和４年）

金沢美術工芸大学３年生の時の初入選以
来、一度も休む事無く日展に出品して参りま
した。近年は行雲流水で、晴耕雨読ならぬ晴
耕雨描の感であります。以降もよろしくお願
いいたします。

日本画 仁志出龍司

２度目の無鑑査となって以降、私は日本画科では珍しくなった
墨による制作研究を始めました。
さらなる深い探求や考察・経験が必要だと身に染みて感じてお
りますので、これからもご指導をよろしくお願いいたします。

日本画 新川美湖

風の時代。日展会員に推挙いただき、
諸先輩方、友と家族、そして志を支えて
くれたこの現し身に心からの感謝を。
今後も人道にのっとり様々な表現方法
に挑戦し、作家として更なる深化を目指
したい。

洋画 松本貴子

この度新たに会員となりました。
今まで以上に気を引き締めて毎日研
鑽を積み、日展会員として恥じない
よう努力したいと思います。また、
後進の育成にも力を入れてまいりま
す。今後共ご指導のほどよろしくお
願いいたします。

洋画 橋本一貫

この度は日展会員にご承認頂き、喜び
と共に改めて身の引き締まる思いです。
更に研鑽を積み、充実した作品づくり

に一層の精進をして参る所存です。
洋画 茅野吉孝

この度、日展会員にご推挙いただき、責任ある
立場となり身の引き締まる思いをしています。諸
先輩方を範とし、これからの創作活動に精進しな
ければならないと思いを新たにしています。

洋画 佐渡一清

日本在住の中国人画家として、２０数年にわたり日展
に出品し続け、画家たちとの交流に感謝しています。
日展が、美術の発展や教育の推進において果たす役
割は、世界でも類を見ない素晴らしいものです！今後
もより良い作品を制作するために努力していきたいと
思います。

洋画 曽 剣雄

《REBIRTH、月の仔》
松本貴子

《時》 橋本一貫

《祈り》 曽 剣雄

《過ぎゆく季節》 新川美湖

《清風》 久米伴香

《陽光》 茅野吉孝

《月夜漣》 仁志出龍司

《潮》 佐渡一清
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会員となり嬉しく思うのと同時に強く責任を感じてお
ります。自分の強い想いや表現を一番大切にしてきまし
たが、これからは見ていただく方の心に留まり、何かを
感じてもらえるような作品ができたらと思います。

彫刻 植田 努

この度は、日展会員の委嘱を賜り、誠に栄誉なことと、喜びに堪えません。
これからも、竹を素材として独自の表現を追求し、制作に精進して参り

たいと思います。
工芸美術 本間秀昭

会員としての承認を受け、今まで以上に襟を正して彫刻
の制作に取り組む覚悟でいます。会場で鑑賞者が足を止め
てじっくりと見てくださるような内容のある作品をつくれ
るように努力したいと思います。

彫刻 伊庭照実

これからも具象彫刻の魅力を探求し、自身の創作活動に反
映させていきたいと心より思いつつ、日展の更なる発展の一
助となれるよう精進し、新しい試みに挑戦していきたいと思
います。

彫刻 紺谷 武

日展の会員として承認された事に、この上ない喜びと共
に責任の重さに身の引き締まる思いであります。甚だ微力
ではありますが、自己表現を追求することで、より多くの
人々に具象彫刻の魅力を伝えていきたいと思います。

彫刻 東 誠

歳を重ねるごとに制作に取組む自身の発想や着眼
点が変化する事を楽しんでいます。
折々に心の琴線に触れる出会いを大切に、自然の
ゆらぎや空気感を表現へと昇華できるように視野を
広げて作品と取組みたいと思っています。

工芸美術 兼先恵子

この度日展会員推挙を受けることができましたこと
は、多くの皆様のご支援の賜物でございます。これか
らも会員として、互いの繋がりの中で刺激を受け、芸
術への意欲と夢に希望をかけていく所存です。

工芸美術 佐々木眞澄

学生時代より日展で活躍されている先生方に憧れ、背中を追いかけてき
ました。
これからは、会員となった自分が、次世代の方々の目標とされる存在に

なれるよう、挑戦を続け日々精進して参りたいと思います。
工芸美術 西本直文

《ウサギを抱く少女》
植田 努

《stop and think》
東 誠

《刻─光彩（桜島）》
佐々木眞澄

《蒼生「翔」》 西本直文

《残像─波》 本間秀昭

《「悔恨の恋」
─源氏物語・若菜下の帖─》

兼先恵子

《堪》 伊庭照実

《MACBETH》
紺谷 武
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前進あるのみと一意専心の思いで、半世紀近く制作してきました。会員に
なった今、尚一層、日々精進して、土の魅力を最大限に表現出来るようチャ
レンジしていきたいと思っています。

工芸美術 山本由紀子

古典に立脚しながら現代の書を創出するこ
と、すなわち篆書の構築性に流動性をどう調和
させるか。会員の名に恥じない作品を発表する
ことの重責に負けないよう、気宇壮大な境地を
心掛けなければと自戒しています。

書 平形精逸

日展の一員として新たな一歩を踏み出すこととなり、喜び
とともに身の引きしまる思いです。会員にご承認いただきま
して感謝申し上げます。今後も素材と向き合い、自身の表現
を探求して制作に励んでまいります。

工芸美術 早瀨郁惠

この度、会員に加えて頂き身が引き締まる思いです。先人た
ちの熱い想いを受け、長い歴史の一部となれるように努力して
まいります。人は記憶で形成され、作品は記憶の結晶ではない
かと考え新しい形に挑戦を続けていきたいと思います。

工芸美術 川口 満

日展会員という立場の重みを考えました
時、改めて自らの不勉強を痛感しておりま
す。自身の足らざるところを再び学び直す
とともに、伝統の書をあまねく広め、正し
く伝承することに微力を傾けたいと思って
おります。

書 深瀬裕之

日展に入選出来るような作家になりたいと、故郷を
離れて半世紀以上過ぎました。２０年を経て初入選し、
その感動は今でも忘れません。この度会員となり、そ
の重さを感じています。これからは、書を志す若者の
育成に努力したいと思います。

書 岩田海道

この度、日展会員という身に余る立場に、ご推挙
いただき、光栄に思いますと同時に、身の引き締ま
る思いです。
ここまで、育てていただいた諸先輩方をはじめ、

皆様に感謝しつつ、誠心誠意精進をして参りたい
と思っております。

書 吉見靖子

《月下、君をのせて》
早瀨郁惠

《刻まれた沈黙》 山本由紀子

《大和》 深瀬裕之

《旅人》 吉見靖子

《響》 岩田海道

《記憶・浮遊・創造》
川口 満

《傅玄詩》 平形精逸
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東
海
岸
の
一
粒
の
真
珠

（
洋
画
）

　吉

　田

　
　定

私
は
国
宝
臼
杵
石
仏

（
摩
崖
仏
）
で
知
ら
れ
、

小
説
家
野
上
弥
生
子
が

母
校
の
小
学
校
に
送
っ

た
言
葉
か
ら
「
東
海
岸

の
一
粒
の
真
珠
」
と
例

え
ら
れ
た
大
分
県
の
臼

杵
市
で
制
作
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
大
友
宗
麟

に
よ
り
築
か
れ
た
城
下

町
の
白
壁
や
グ
レ
ー
の

甍い
ら
かな

ど
に
魅
せ
ら
れ
、

私
の
作
品
も
白
い
板
壁

を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
描

い
て
い
ま
す
。

日
展
の
初
入
選
作
は
漆し

っ

喰く
い

壁か
べ

を
削
る
よ
う
な
マ
チ
エ

ー
ル
で
描
い
た
木
目
模
様
の
「
白
い
板
壁
」
の
作
品
で

し
た
。
こ
の
町
の
歴
史
の
あ
る
ま
ち
な
み
と
豊
富
な
自

然
の
中
で
過
去
の
原
風
景
を
重
ね
合
わ
せ
て
描
け
る
こ

と
や
温
か
い
人
と
の
つ
な
が
り
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
制

作
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

刺
激
の
少
な
い
田
舎
か
ら
日
展
に
出
品
し
続
け
る
こ

と
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
反
面
集
中

力
が
増
し
て
く
る
こ
と
を
前
向
き
に
考
え
、
作
品
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
新
し
い
モ
チ
ー
フ
を
模
索
し
、
日
展
に
出
品
で

き
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。

�

（
大
分
県
在
住
）

彫
刻
制
作
へ
の
思
い

�

─
私
の
日
展
へ
の
挑
戦
と
学
び

（
彫
刻
）

　志

　村

　広

　子

自
然
に
囲
ま
れ
た
群
馬
県
高
崎
市
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
制
作
に
自
分
自
身
の
思
い
を

注
い
で
お
り
、
四
季
折
々
の
景
色
や
風
景
は

想
像
力
を
広
げ
、刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

日
展
は
私
に
と
っ
て
大
切
な
場
で
あ
り
、

出
品
す
る
こ
と
は
大
き
な
目
標
で
す
。
会
場

に
入
る
と
、
先
生
方
の
美
し
く
素
晴
ら
し
い

作
品
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
作
品
を

展
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
表
現
力
や
技

術
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
場
で
は
、
作
業
場

で
気
づ
か
な
か
っ
た
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
次
の
作
品
制

作
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
先
生
方
や
来
場
者
か

ら
の
ご
指
導
や
ご
感
想
も
私
の
制
作
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
展
は
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
美
術
、
書
の

表
現
方
法
が
融
合
さ
れ
た
場
で
あ
り
、
作
品
か
ら
伝
わ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
感
情
を
会
場
で
間
近
に
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
学
び
が
詰
ま
っ
た
貴
重
な
機
会
に
、
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
制
作
に
精
進
し
、
自
分

ら
し
い
作
品
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�（
群
馬
県
在
住
）

伝
統
に
感
謝
し
て（

書
）

　石

　原

　裕

　子

小
学
一
年
の
秋
、
父
の
作
品
を
観
に
出
掛
け
た
こ
と

が
日
展
と
の
初
の
出
会
い
で
、
以
前
の
展
覧
会
と
は
違

う
空
気
が
漂
っ
て

い
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
ま
す
。
大

学
で
は
漢
字
の
書

を
中
心
に
学
び
、

卒
業
後
は
地
元
埼

玉
県
の
公
立
高
校

の
書
道
教
諭
と
な

り
指
導
に
当
た
っ

て
お
り
ま
す
。
教

職
に
就
い
て
か
ら

仮
名
の
魅
力
に
引

き
込
ま
れ
暫
く
模

索
の
日
々
を
過
ご
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変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
な
い
も
の

（
工
芸
美
術
）

　近

　藤

　
　賢

私
が
初
め
て
日
展
に
入
選
し
た
の
は
、
大
学
に
在
学
中
の
二
十
一
歳

の
時
で
し
た
。
当
時
の
私
は
た
だ
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
自
分
の
思
い
を
表
現

す
る
こ
と
に
必
死
で
し
た
。
そ
こ
が
評
価
い
た
だ
い
た
と
思
い
、
喜
び

勇
ん
で
会
場
で
自
分
の
作
品
を
見
た
時
、
あ
ま
り
に
も
稚
拙
に
感
じ
、

い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。
数
多
く
の
秀
作
に
囲
ま
れ
、

不
甲
斐
な
い
思
い
で
赤
面
し
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
来
、
制
作
に
お
け
る
第
一
歩
と
し
て
「
人
に
見
せ
て
恥
ず
か

し
く
な
い
も
の
」
そ
し
て
「
自
分
に
恥
ず
か
し
く
な
い
も
の
」
を
、
と

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
当
然
で
す
が
、
す
ぐ
に
は
納
得
の
い
く

作
品
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
だ
い
に
自
身
の
作
品
を
、
目
を

背
け
る
こ
と
な
く
、
会
場
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
現
在
、
福
島
県
い
わ
き
市
で
制
作
し
て
い
ま
す
。
焼
き
物
の
産

地
で
も
あ
っ
た
地
元
浪
江
町
の
工
房
が
震
災
に
遭
い
、
事
故
の
影
響
で

作
陶
が
続
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
意
志
で
、
あ
る
い
は
意

に
反
し
て
、
そ
の
拠
点
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
う
ち
な
る
思
い
は
何
が
あ
ろ
う
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
納
得
す
る
作
品
を
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
福
島
県
在
住
）

し
ま
し
た
が
、三
十
六
歳
の
時
、現
在
の
師
に
巡
り
合
い
、

日
展
へ
の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
日
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
文
字
を
千
年
も
昔
の
人

達
が
美
し
く
表
現
し
て
い
た
こ
と
へ
の
感
動
、
日
本
の

四
季
の
美
し
さ
や
情
景
、
古
筆
と
対
話
を
続
け
文
字
文

化
の
伝
統
を
継
承
す
る
こ
と
も
自
分
の
役
割
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

伝
統
と
格
式
の
日
展
へ
挑
戦
さ
せ
て
頂
く
こ
と
へ
の

喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
常
に
感
性
を
磨
き

続
け
「
清
ら
で
格
調
高
き
香
り
漂
う
書
」
を
目
指
し
、

今
後
も
謙
虚
な
姿
勢
で
書
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。�

（
埼
玉
県
在
住
）

制
作
と
人
と
繋
が
り
と

（
日
本
画
）

　若

　崎

　文

　絵

私
に
と
っ
て
、
何
事
も
一
歩
を
踏
み
出
す
の
は
勇
気

が
い
る
も
の
。
一
歩
進
め
ば
自
分
に
変
化
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
理
解
し
て
い
て
も
、
恐
れ
が
そ
の

一
歩
を
躊
躇
さ
せ
ま
す
。

学
生
時
代
は
身
近
に
多
く
の
同
輩
が
い
て
、
そ
の
存

在
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
都
会
は
数
多
く
の
表

現
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
り
、
大
い
に
刺
激
を
得
て
い

ま
し
た
。
地
元
富
山
で
制
作
す
る
今
は
、
自
分
か
ら

動
き
学
び
を
得
る
形
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
生
ま
れ
た
人
々
と
の
出
会
い
が
、
今
の
制
作
を
支

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
縁
の
で
き
た
方
々
と
の
繋
が
り

が
、
日
展
と
い
う
大
き
な
制
作
に
挑
む
勇
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。

人
の
縁
は
得
難
い
も
の
。今
あ
る
繋
が
り
を
大
切
に
、

踏
み
出
す
一
歩
を
進
め
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

地
方
は
環
境
が
充
実
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
け
れ

ど
、
大
切
な
人
々
と
の
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
三
年
間
、
画
材
や
搬
入
、
展
覧
会
に
お
い
て
多

く
の
方
々
の
努
力
と

気
遣
い
を
感
じ
、
気

持
ち
を
支
え
て
頂
い

た
と
感
じ
ま
す
。
感

謝
を
持
っ
て
制
作
に

挑
ん
で
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

�

（
富
山
県
在
住
）
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作
家
人
生
―
私
の
仕
事
―

こ
だ
わ
り
の
ほ
ろ
苦
い
思
い
出

第
三
科
彫
刻

理
事

宮

瀬

富

之

画
家
の
長
男
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
期
か
ら
父
の
画
室

で
毎
日
絵
具
溶
き
を
手
伝
い
、
ア
ト
リ
エ
の
隅
に
並
ぶ
明
治
・
大
正
・
昭

和
の
美
術
本
を
飽
き
る
こ
と
な
く
眺
め
感
動
を
覚
え
る
日
々
で
し
た
。
彫

刻
で
は
中
で
も
石
井
鶴
三
、
国
方
林
三
、
堀
進
二
氏
の
作
品
が
素
晴
ら
し

く
目
が
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
初
め
て
彫
刻
家
を
志
し
た
い
と

思
っ
た
の
で
す
。

さ
て
年
月
を
経
て
、
そ
の
道
を
教
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
は
知
る
限
り
美

術
大
学
が
あ
る
の
み
で
国
公
立
で
は
三
大
学
だ
け
で
し
た
の
で
、
倍
率
が

高
く
志
願
者
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
入
学
に
は
石
膏
デ
ッ
サ
ン
の

実
技
は
不
可
欠
で
し
た
。高
三
の
時
、独
立
美
術
協
会
の
先
生
が
人
体
デ
ッ

サ
ン
・
石
膏
デ
ッ
サ
ン
を
指
導
さ
れ
て
い
た
研
究
所
で
学
び
、
そ
の
後
、

浅
井
忠
氏
が
中
心
と
な
り
開
設
し
た
関
西
美
術
院
（
梅
原
龍
三
郎
、
安
井

曾
太
郎
氏
な
ど
輩
出
し
た
）
に
通
い
ま
し
た
。
流
石
に
四
年
間
不
合
格
を

続
け
る
と
絶
望
感
と
憔
悴
の
繰
り
返
し
で
次
の
受
験
の
一
年
が
長
く
感
じ

辛
か
っ
た
。
昭
和
三
十
八
年
東
京
藝
術
大
学
で
夏
季
デ
ッ
サ
ン
講
習
会
が

あ
り
藁
を
も
掴
む
思
い
で
参
加
し
ま
し
た
。
小
磯
良
平
、
山
口
薫
両
教
授

の
指
導
と
あ
っ
て
か
、
多
く
の
参
加
者
で
所
狭
し
と
満
員
で
し
た
。
終
了

後
総
評
が
あ
り
、
多
く
の
中
か
ら
数
点
が
選
ば
れ
、
私
の
デ
ッ
サ
ン
も
評

価
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
小
磯
先
生
が
一
枚
ず
つ
丁
寧
に
講
評
さ
れ
、

そ
れ
は
何
よ
り
も
自
信
に
繋
が
る
何
か
を
得
た
思
い
で
し
た
。
そ
の
年
、

金
沢
美
術
工
芸
大
学
に
入
学
出
来
ま
し
た
。

具
象
彫
刻
を
六
十
年
続
け
て
き
て
、デ
ッ
サ
ン
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
作
品
に
使
用
す
る
と
な
る
と
、
厄
介
な
こ
と
に
ご
く
一
部
に
し
か

使
わ
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
自
然
観
察
か
ら
く
る
内
面

性
の
想
起
、
哲
学
的
な
、
デ
ッ
サ
ン
で
な
い
世
界
観
と
デ
ッ
サ
ン
を
組
み

合
わ
せ
な
く
て
は
作
品
と
し
て
良
く
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
デ
ッ
サ
ン
ば
か
り
進
行
さ
せ
て
い
く
と
説
明
ば
か
り
が
多
く
な
っ
て

美
し
い
形
は
で
き
ま
す
が
、
作
品
の
奥
行
と
か
趣
と
か
が
本
質
に
迫
っ
て

こ
な
い
と
思
う
の
で
す
。
先
に
述
べ
ま
し
た
が
、
つ
ま
り
デ
ッ
サ
ン
は
作

品
の
ご
く
一
部
で
あ
っ
て
、
よ
い
作
品
作
り
を
発
揮
さ
せ
る
動
機
と
な
る

も
の
、
私
は
そ
う
思
い
ま
す
。

《受け取ってほしい
この手紙を》

（平成２１年 第４１回日展出品作）

《けど、ようやったやないか。》
（平成５年 第２５回日展出品作）

《巨大な輝き》
平成５年１０月
琵琶湖疏水記念館対岸にあるモニュメント

《はんなりと石庭に》
（平成１７年 第３７回日展出品作）

内閣総理大臣賞
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環
境
に
育
ま
れ
て

第
四
科
工
芸
美
術

理
事

吉

賀

將

夫

私
の
陶
芸
作
家
人
生
の
始
ま
り
は
い
つ
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

幼
い
こ
ろ
の
環
境
は
、
焼
き
も
の
つ
く
り
の
職
人
た
ち
が
働
い
て
い
る

場
で
し
た
。
足
で
蹴
っ
て
ロ
ク
ロ
を
回
し
、
上
に
置
い
た
粘
土
を
、
手
の

ひ
ら
で
引
上
げ
、
魔
法
の
よ
う
に
数
多
く
形
を
作
っ
て
い
く
の
が
不
思
議

で
し
た
。
小
学
生
の
頃
に
私
も
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
ロ
ク
ロ
を
回
し

て
挑
戦
し
ま
し
た
。
私
の
人
生
で
、
物
作
り
に
夢
中
に
な
っ
た
初
め
て
の

経
験
で
す
。

進
路
を
考
え
る
年
頃
に
な
り
、
家
業
の
こ
と
も
あ
り
、
作
陶
も
好
き
な

の
で
、
東
京
藝
術
大
学
へ
の
進
学
を
考
え
ま
し
た
。
木
炭
デ
ッ
サ
ン
な
ど

初
め
て
知
っ
た
次
第
で
、
苦
し
い
二
年
の
浪
人
時
代
で
し
た
が
、
い
い
人

生
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
田
舎
か
ら
出
て
八
年
間
、
東
京
の
学
生
生
活
は

創
作
を
模
索
し
た
時
で
し
た
。
藝
大
修
了
後
は
、
直
ぐ
萩
に
帰
り
、
父
と

同
じ
仕
事
場
で
陶
芸
創
作
活
動
に
励
み
、
地
元
大
学
の
教
員
を
務
め
ま
し

た
。
教
育
学
部
で
し
た
が
、
す
ぐ
れ
た
作
品
を
制
作
す
れ
ば
、
教
育
に
も

良
い
効
果
が
表
れ
る
と
信
じ
、
定
年
ま
で
続
け
ま
し
た
。

個
展
発
表
で
制
作
を
続
け
よ
う
か
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
日
展
に
出
品

し
て
批
評
を
受
け
る
の
も
、
広
い
道
が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

出
品
を
始
め
ま
し
た
。
休
む
事
な
く
、
定
期
的
に
作
品
を
制
作
し
発
表
す

る
こ
と
が
、
自
己
研
鑽
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
身
に
染
み
て
知
る
こ
と
と

な
り
、
厳
し
い
環
境
で
育
て
て
頂
き
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

萩
は
海
が
あ
り
ま
す
の
で
、
幼
い
時
か
ら
水
泳
や
磯
で
潜
っ
て
サ
ザ

エ
、
タ
コ
な
ど
を
取
っ
た
り
す
る
の
が
夏
の
楽
し
み
で
し
た
。
水
中
メ
ガ

ネ
を
使
っ
た
素
潜
り
で
す
が
、
水
中
の
岩
礁
は
と
て
も
美
し
く
神
秘
的
な

世
界
で
、
い
ま
も
強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

田
舎
に
定
住
し
て
い
る
私
に
と
り
ま
し
て
、
ま
わ
り
の
自
然
は
す
べ
て

の
源
で
あ
り
、
尽
き
ぬ
発
見
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
自
然
の
生
命
力
、

活
力
に
負
け
な
い
よ
う
な
存
在
感
の
あ
る
作
品
が
出
来
た
ら
と
思
い
、
制

作
し
て
い
ま
す
。

《萩釉陶壺「生動・２０２２」》
（令和４年 第９回日展出品作）

《萩釉陶壺「生・２０２０」》
（令和２年 改組 新 第７回日展出品作）

《萩釉広口陶壺「曜’９９・海」》
（平成１１年 第３１回日展出品作）

日本芸術院賞 日本芸術院 蔵

日展初入選作品他
吉賀大眉記念館にて
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この作品を見たとき、つい見入ってしまいました。まず、色合い。色

合いがとても好きです。私は青色が好きなのですが、この作品の青色

は彩度や明度が全て違っていて、それらが上手く配置され、それぞれ

の青色の良さが引き出されていました。また、金箔の貼られ方が境界

線と光が表わされているようで、とても目立っていました。ずっと見

ていたい。そう思えるような作品でした。

素敵な作品をありがとうございました！この作品を、会場の最初の部

屋で見られただけで、「今日来てよかったな。」と思えました。私は初

めて日展に行ったのですが、「まさかこんなにも良い作品があるとは

…！」という感じでした。また、城野先生の作品が見られる日を楽し

みにしています！！

雛子さん １６歳

教
え
て
、
作
家
さ
ん
！

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
手
紙
を
書
こ
う
！
」

私の作品をしっかり分析して適確なご意見を頂き、日展に来てよか

ったと思ってもらえたなんて感激です。若く新鮮な感覚で作品をと

らえて頂け嬉しいです。これからも沢山の本物に触れ益々審美眼を

育んでいって欲しいと思います。高校生ですから美術の道に進まれ

るのでしょうか？いつか制作をみせて頂ける日が来るのかもしれま

せんね。美術の道に進まれるのでなくても文化や美術に興味を持ち

続け、今の感性を大切に有意義な人生を歩まれますように。また日

展をご鑑賞下さいませ。作品でお目にかかりましょう！

城野奈英子

「わくわくワークショップ
『手紙を書こう！』」という、
小・中・高校生から気に入った
作品の感想や質問を集める企
画を実施しました。前回は小
中学生を中心に、今回は高校
生にスポットをあてて、お届
けします。

刻廻る

Get Running !
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服や布の質感が細かくリアルに再現されていて魅力的でした。彫刻などの立体でこの表現を出すの

は難しそうだと思ったのですごいと思いました！布の細かいタッチがとても好きです。また髪の毛

や布のフワッとした表現がやさしくて好きでした！

私も彫刻関係にいきたいと思っているのですがこの作品の質感はどうやって出したのか疑問に思い

ました。また作品づくりをしている時に心がけている事があれば教えていただけるとうれしいで

す！今回はすてきな作品をありがとうございました！

絵美子さん１５歳

私自身こだわったポイントは布の質感だったので、このような感

想を頂けてとても嬉しかったです !! 作品の質感を表現する為に実

際に自分で服を着て、他の人に写真を沢山撮って貰い、その画像

を見ながら制作していました。あとは自分でその服を着て、鏡で

観察しながら作ったりもしました。他にも着色する際にアクリル

絵の具とタルクを混ぜた物を塗って布のマットな質感を表現しま

した!!制作中はとにかく楽しみながらすることを心がけています!!

絵美子さんが彫刻の道に進む事をとても楽しみにしています !! 健

康に気をつけてお過ごし下さい。応援しています !!

酒井 華

作品全体の色味がとても素敵です！過去を振り返る自

分、未来へ一歩踏み出す自分。けど服が違う？左右の二

人が対比されつつ完全に二極化されておらず、色彩づか

いや構図から考えさせられることが多かったです。

自分も絵を学んでいるのでとても勉強になりました。

空弥さん１６歳

芸術関係の高校で勉強されているのですね。絵づくりに関する具体的なご感想から、真摯に制

作をされている様子が伝わってきました。実は私も美術工芸コース出身なんですよ。「対比さ

れつつ完全に二極化されていない」とご指摘くださった通り、作品づくりでは「コントラスト

（対比）」を強く意識しています。特に今回はより新鮮な印象になるよう色も構図も破綻するギ

リギリの所を攻めてみました。平素の私は目立つタイプではありませんが、画面の中なら何処

までも自由に、思い切り叫ぶこともできます。制作はストレスもかかりますが、喜びも大きい

ですね。きっと空弥さんもそう感じられていることでしょう。これからも日展をはじめ、様々

な展覧会、場所、そして様々なカタチでアートとの出会いを重ねられ、充実した学生生活を送

られることを心よりお祈りしています。

関野智子

ルームウェア
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日
展
会
館
利
用
案
内

日
展
会
館
の
貸
し
ス
ペ
ー
ス
は
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
会
議
室
・
研
究
会
場
・
講
演
会
場
・

教
室
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

美
術
団
体
・
書
道
団
体
の
展
覧
会
や
会

議
・
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、

個
展
で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

参
加
人
数
等
に
応
じ
て
、
一
室
（
三
〇

名
）・
二
室
（
六
〇
名
）・
三
室
（
九
〇
名
）

の
選
択
が
可
能
で
す
。

料
金
等
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
日
展
会
員
・
準
会
員
・
会
友
の
皆
様
は

割
引
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（
施
設
利
用
に
関
す
る
お
問
合
わ
せ
）

公
益
社
団
法
人
日
展

施
設
管
理
係

電
話

０
３
（
３
８
２
１
）
０
４
５
３

〜
夏
休
み
一
日
Ａ
Ｒ
Ｔ
体
験
〜

ワ

ン

デ

イ

ア

ー

ト

第
１８
回
『
Ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ

Ａ
ｒ
ｔ
』

制
作
の
体
験
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
作

家
を
、
展
覧
会
を
体
験
で
き
る

『
Ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ

Ａ
ｒ
ｔ
』。
昨

年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
再
び
子
供
た
ち
の

挑
戦
の
夏
が
来
ま
し
た
。

学
校
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
ジ
ャ

ン
ル
も
、
日
展
作
家
が
丁
寧
に
指
導

し
ま
す
。

（
保
護
者
の
皆
様
へ
）

「
作
品
を
つ
く
る
」
体
験
を
し
、作

品
や
作
家
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、

多
様
な
世
界
観
を
学
ん
で
ほ
し
い
。

日
展
の
芸
術
文
化
普
及
活
動
で
す
。

主
催公

益
社
団
法
人

日

展

開
催
日
程

７
月
２２
日（
土
）彫
刻

７
月
２９
日（
土
）工
芸
美
術（
染
）

７
月
３０
日（
日
）日
本
画

８
月
４
日（
金
）書

８
月
５
日（
土
）洋
画

※
時
間
は
各
回
で
異
な
り
ま
す
。

☆
作
品
展
は
、
８
月
１８
日
〜
２２
日

日
展
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

場
所日

展
会
館

東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
―

４
―

１

参
加
費
（
※
教
材
費
等
）

１
名

二
、
五
〇
〇
円

指
導
作
家
・
内
容

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

応
募
方
法

★
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

年
・
希
望
日
（
必
ず
第
２
希
望

ま
で
）
を
明
記
。

★
子
供
が
２
名
以
上
で
参
加
希
望

の
場
合
は
、
参
加
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
年
・

希
望
日
を
記
入

★
保
護
者
が
実
技
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
参
加
の
有
無
と

氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
締
め
切
り
７
月
１３
日（
必
着
）

定
員

各
回

４０
名
程
度

※
見
学
の
大
人
は
人
数
に
含
ま
な
い

日展会館貸しスペース面積・着席定員
着席定員
３０名
３０名
３０名
６０名
６０名
９０名

面積
７１㎡
７１㎡
７６㎡
１４６㎡
１４８㎡
２２１㎡

貸しスペース
２０１号室
２０２号室
２０３号室

２０１＋２０２号室
２０２＋２０３号室

２０１＋２０２＋２０３号室

（前回の様子）

参加者募集 !

（ギャラリー利用例）

（会議・１室利用例）
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日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
つ
い
て

日
展
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
文
部
省
美

術
展
覧
会
（
文
展
）
の
創
設
か
ら
今
年

一
一
六
年
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
美
術
団
体

で
す
。
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
美

術
、
書
と
五
部
門
か
ら
な
る
日
本
最
大
規

模
の
「
日
本
美
術
展
覧
会
」
に
は
全
国
か

ら
多
く
の
美
術
フ
ァ
ン
の
ご
鑑
賞
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
日
展
は
展
覧
会
事
業
の
他

に
、
美
術
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
、
美

術
に
関
す
る
講
演
会
及
び
講
習
会
事
業
、

美
術
鑑
賞
及
び
創
作
に
関
す
る
体
験
講
座

事
業
、
美
術
研
究
冊
子
及
び
図
書
刊
行
事

業
等
を
通
じ
て
、
我
が
国
美
術
文
化
の
振

興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
事
業
を
推
進
す
る
に
は
、

多
く
の
個
人
の
皆
様
並
び
に
法
人
・
団
体

の
皆
様
か
ら
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

日
展
で
は
平
成
二
十
九
年
よ
り
、
日
展

の
公
益
事
業
活
動
に
賛
同
し
、
ご
支
援
く

だ
さ
る
方
々
を
対
象
と
し
た
賛
助
会
員
制

度
「
日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
を
設
け
、
運

用
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、

本
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
「
日
展
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
」
へ
の
ご
加
入
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
は
、
公
益
事
業
活
動

を
財
政
的
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
く
賛
助
制

度
（
寄
附
制
度
）
で
、
個
人
と
法
人
・
団

体
を
単
位
と
し
て
募
集
い
た
し
ま
す
。

（
個
人
）一

口
／
年

二
○
、
○
○
○
円

（
十
口
ま
で
申
し
受
け
ま
す
）

（
法
人
・
団
体
）

一
口
／
年
一
○
○
、
○
○
○
円

（
十
口
ま
で
申
し
受
け
ま
す
）

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
日
展
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
賛
助
金
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
日
本

美
術
展
覧
会
」
及
び
関
連
事
業
の
助
成
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
方
へ
は
、「
日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
証
」

が
発
行
さ
れ
、「
日
本
美
術
展
覧
会
」
の
鑑

賞
な
ど
、特
典
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（
詳
細
の
問
い
合
わ
せ
）

日
展
事
務
局

℡

０
３
（
３
８
２
１
）
０
４
５
３

賛
助
会
員
制
度
《
日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
》

（
掲
載
希
望
者
の
み

令
和
５
年
５
月
末
現
在
）

●
個
人

青
木
晃
子
様

東

晋
一
郎
様

新
井
演
子
様

飯
田
真
未
様

石
崎
國
夫
様

井
谷
善
惠
様

井
上
道
守
様

今
田
功
一
様

今
村
忠
司
様

岩
田

薫
様

奥
田
節
子
様

角
井

博
様

梶
山
純
子
様

兼
重
勇
希
様

菊
池
和
久
様

草
野
曽
舟
様

栗
原
直
子
様

呉

祐
輔
様

黒
田
浩
平
様

児
玉
安
司
様

近
藤
禎
男
様

坂
本
美
賀
子
様

佐
川
か
お
る
様

佐
藤
大
悟
様

澤
井
和
行
様

髙
木
寛
史
様

田
頭
明
子
様

田
頭
益
美
様

髙
橋
千
笑
様

竹
尾
明
子
様

竹
本
葉
子
様

田
中
宏
欣
様

土
橋
正
彦
様

土
屋
礼
央
様

寺
岡
宏
高
様

寺
田
則
昭
様

中
室
里
恵
様

西
田
俊
通
様

西
村
潤
帰
様

西
村
友
子
様

野
田
裕
一
様

藤
田
理
恵
子
様

藤
本
真
之
様

堀

稲
子
様

宮
島
幸
男
様

村
里

暁
様

森
嶌
順
子
様

吉
見
次
郎
様

●
法
人
・
団
体

株
式
会
社
Ⅰ
Ｄ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様

医
療
法
人
社
団
永
寿
会
様

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
様

株
式
会
社
玉
蘭
堂
様

謙
慎
書
道
会
様

ゴ
ー
ル
デ
ン
文
具
株
式
会
社
様

株
式
会
社
靖
雅
堂
夏
目
美
術
店
様

公
益
社
団
法
人
創
玄
書
道
会
様

株
式
会
社
高
山
草
月
堂
様

株
式
会
社
筑
波
銀
行
様

Ｔ
＆
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
法
律
事
務
所
様

一
般
社
団
法
人
東
光
会
様

東
洋
額
装
株
式
会
社
様

株
式
会
社
西
文
明
堂
様

公
益
社
団
法
人
日
本
書
芸
院
様

ニ
ュ
ー
カ
ラ
ー
写
真
印
刷
株
式
会
社
様

株
式
会
社
原
汲
古
堂
様

一
般
財
団
法
人
ビ
オ
ト
ピ
ア
財
団
様

福
井
素
鳳
堂
様

有
限
会
社
丸
栄
堂
様

有
限
会
社
み
な
せ
筆
本
舗
様

一
般
財
団
法
人
桃
園
学
園
様

株
式
会
社
谷
中
田
美
術
様

菱
三
印
刷
株
式
会
社
様

株
式
会
社
リ
ン
ク
ス
様

株
式
会
社
和
光
様
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叙
勲

令
和
五
年
四
月

旭
日
小
綬
章

樽
本

樹
邨
（
日
展
会
員
）

旭
日
双
光
章

髙
橋

貞
夫
（
日
展
会
員
）

日
展
出
版
物
・
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

割
引
販
売
の
ご
案
内

日
展
図
録
（
５
部
門
・
５
分
冊
）

割
引
価
格
各
一
、
〇
〇
〇
円（
税
込
）

日
展
作
品
集

割
引
価
格
一
、
〇
〇
〇
円（
税
込
）

※
送
料

一
冊
六
〇
〇
円

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

在
庫
が
僅
少
の
回
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
１１０
―
０００２
東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
―
４
―
１

公
益
社
団
法
人
日
展
事
務
局

出
版
物
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３（
３
８
２
１
）９
５
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３（
３
８
２
３
）０
４
５
３

左
の
先
生
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

木
村

卓
央
先
生（
日
本
画
・
会
員
）

５
・
１
・
２７

横
山

善
一
先
生（
工
芸
美
術
・
会
員
）
５
・
２
・
１６

今
井

政
之
先
生（
工
芸
美
術
・
顧
問
）
５
・
３
・
６

（
日
本
芸
術
院
会
員
）

九
十
二
歳
。
昭
和
五
年

大
阪
府
生
ま
れ
。
昭
和

二
十
八
年
第
九
回
日
展

初
入
選
。
同
四
十
一
年
日
展
会
員
、
同

五
十
一
年
日
展
評
議
員
、
平
成
十
年
日

展
理
事
、
同
十
五
年
日
本
芸
術
院
会

員
、
同
十
六
年
日
展
常
務
理
事
、
同
二

十
一
年
旭
日
中
綬
章
受
章
、
同
二
十
三

年
日
展
顧
問
、
文
化
功
労
者
、
同
三
十

年
文
化
勲
章
受
章
。
昭
和
四
十
年
第
八

回
日
展
審
査
員
（
以
降
合
計
七
回
）。

岡
田

契
雪
先
生（
書
・
会
員
）
５
・
３
・
２２

一
色

白
泉
先
生（
書
・
会
員
）
５
・
６
・
７

編

集

後

記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五

類
に
移
行
と
な
り
、
行
動
制
限
が
緩
和

さ
れ
、
何
気
な
い
普
段
通
り
の
社
会
生

活
が
い
か
に
大
切
か
身
を
も
っ
て
感
じ

て
お
り
ま
す
。

今
号
に
は
総
会
報
告
、
新
人
事
、
新

し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
か
ら
の
抱
負

の
お
声
、
そ
し
て
各
地
で
制
作
活
動
を

続
け
る
方
々
か
ら
の
、
日
展
出
品
へ
の

熱
い
思
い
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
「
作
家
人
生
―
私
の
仕
事
―
」

と
し
て
、
お
二
人
の
理
事
か
ら
の
貴
重

な
お
話
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

「
教
え
て
作
家
さ
ん
」
は
前
号
の
小

中
学
生
中
心
か
ら
、
今
回
は
高
校
生
と

作
家
と
の
お
手
紙
の
や
り
と
り
を
掲
載

し
ま
し
た
。

秋
の
展
覧
会
に
向
け
て
、
皆
様
方
も

奮
起
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
存
じ
ま
す

が
、
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
ご
留
意
の

上
、
日
展
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
野
原
）

編
集
委
員

亀
山

祐
介

西
田

眞
人

浅
見

文
紀

前
原

喜
好

野
原

昌
代

堀
内

秀
雄

上
原

利
丸

村
田

好
謙

歳
森

芳
樹

福
光

幽
石

表
紙

「
沼
」一

九
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
年
）

第
二
十
回
日
展

日
展
会
員
賞

１
６
５
×
２
１
０
㎝

岩
倉

寿（
一
九
三
六
〜
二
〇
一
八
）

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵

第 ９ 回 日 展 巡 回 展
入場者数（人）

７７，１３４

２２，６１０

２４，７３７

４４，５０７

１４，２８５

開 催 者

公益社団法人 日 展

日展京都展実行委員会

中 部 日 展 会
神 戸 市
公益社団法人 日 展
神 戸 新 聞 社
北 日 本 新 聞 社

会 場

国 立 新 美 術 館

京都市京セラ美術館

愛知県美術館ギャラリー

神戸ゆかりの美術館
神戸ファッション美術館

富山県民会館美術館

会 期

２０２２年１１月４日～１１月２７日
１２月２４日～

２０２３年 １月２０日
１月２５日～２月１２日

２月１８日～３月２６日

４月２１日～５月７日

開催地

東 京

京 都

名古屋

神 戸

富 山

開催順

１

２

３

４
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